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京都南部教会：１９２８年に創立。１９

４１年に治安維持法によって閉鎖され

る。１９７６年に再建される。 

１９７８年にオモニ学校が開設。識字

学級に、最盛期には７０人以上のオ

モニたちが集まる。 

９０年代以降、教会と地域との関係が

途切れる。 



許伯基牧師の赴任後、かつての「オモ

ニ学校」のように、京都南部教会が地

域運動の中で担うことの出来る役割

を模索しはじめる。 

平日にまったく利用していない厨房と

食堂に対する気づき＞こども食堂へ 



すでに地域で行われている活動や福祉

事業と「ぶつからない」ように。 

京都市地域多文化交流ネットワークサ

ロン、希望の家カトリック保育園、東九

条まちづくりサポートセンターまめもやし

などに相談。アドバイスを受ける。 

アドバイスによって決定したこと＞開始

時間、発足式の開催、宣伝方法など。 



絶大な協力を得る。地域運動のネット

ワークが「産婆役」に。 

「毎週」にこだわった理由：「イベント」

ではなく「日常生活の一部」にしてもら

いたくて。 

「木曜日の夕方、あそこに行けば、ま

あまあのご飯が食べられる」というイメ

ージの定着を目指して。 



９月１５日、発足式を行う。 

参加した子どもは２人の完全な「大

人食堂」だったが、地域のキーパー

ソンたちが集まる。 

毎週木曜日、１７時３０分〜１９時３

０分。お客さんがはけるのは８時過

ぎ。完了は９時過ぎ。 

こども（１８歳まで）は無料。大人（１

９歳以上）は３００円 



昨年平均：約４３人（そのうち、子ど

もは約２０人） スタッフは平均７名。

ただし…。 

今年（2017年）に入って、人数が増

加傾向。準備を６０人＞９０人分に。 

原資は教会員からの献金と外部献

金、大人からの売上金。毎回、

12~15千円ほどの赤字が出る。 









地域の「共生食堂」として。 

お母さんの声「子どもがすごく楽しみに

してるんです。保育園が一緒だったけど

、小学校で分かれてしまった子たちと、

ここでは遊べるので」 

中高年の男性や、一人暮らしのお年寄

りも。 

「子どもの貧困」「孤食」のセーフティー

ネットとして：しばらく時間が掛かるが、

芽は出て来ている？ 



視察や一見ボランティアの受

け入れ 

「ジョイント」的なイベント。 

コンサートや紙芝居など。 

ハングル学校とのタイアップ

？ 

こども食堂にすぐに転化でき

る「宗教施設」の可能性。 
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